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市政一般質問

　今年で３年目を迎える「海フェスタ大村湾」につい
て、平成29年度は開催地域を大村湾流域自治体５市５
町に広げ、「大村湾ZEKKEIライド」も含め、非常に
評判も良かった。しかし、本事業は日本財団の100％
の補助事業であり、29年度が補助の最終年度であった。
30年度以降も継続して実施できないか尋ねる。

大崎　敏明 議員

 「大村市農業基本計画」の見直しが行われている。そ
の中で相変わらず「黒田五寸人参」等のブランド化を
うたっているが、そろそろ「黒田五寸人参」から脱却
すべきと考える。計画の素案作成にあたり市内食品関
連業者に対して行ったアンケートでは、大村産を使用
しない理由の一位が「使用したい農産物が生産されて
いない」だった。使用したい農産物が何なのか聞き取
り調査はしたのか。

城　幸太郎 議員

答

農産物の
ブランド化について

答
　海フェスタ大村湾については、平成30
年度も大村市を含めた２市５町で、17事

業の実施を予定しており、日本財団には引き続き
補助率80％の助成を申
請している。なお、大村
湾ZEKKEIライドについ
ては、最低でも10年間
は取り組むこととしたい。

　今回のアンケートは、無
記名で実施したため、その

後のフォローは難しかった。ただ、
大村で何が作られているのか知らな
いという回答もあったので、そこに
ついてはしっかりアピールをしてい
きたい。また、今後、機会を捉えて、
回答者のお話を聞いてみたい。

　地域連携ポイント事業は、行政と民間事業者の連携
により、市民サービスの向上と地域経済の活性化・好
循環のために取り組むものである。本事業は、民間事
業者の協力なしで推進することはできない。各協力事
業者への事業説明や意見聴取を通じ、協力を得られる
感触はあったのか尋ねる。

野島　進吾 議員

　高校の教科書見直しが発表され、今後は小中学校の教
科書も改訂される。特に歴史教科書の選定や採択の責任
は重い。中国大陸への進出や朝鮮の統治は、学校や鉄道
などの社会資本を整備したことから、植民地政策ではな
く、同化政策である。近代史の認識を新たにすることが
必要である。教科書選定や採択の関係者の選出における
透明性や中立性を検討していただきたいがどうか。

中瀬　昭隆 議員

地域連携ポイントへの協力

答

高校の教科書改訂と
中学校教科書の連続性

答
　地域連携ポイント事業については、商工
会議所等に説明したところ、否定的な意見

はなく、仕組みは理解していただけたと思う。ポ
イント事業に一定の理解は得られているが、経費
面が大きな問題だと感じている。

　教科書採択に当たっては、文部科学省が
示す義務教育諸学校用教科書の採択の仕組

みに沿い、静ひつな環境のもと、十分かつ綿密に
内容の調査研究に努めている。また、開かれた採
択の取り組みとしては、採択協議会の委員に保護
者代表を選任するなど、広く意見を収集し、採択
に生かしており、採択の結果及び理由等を公表し
ている。今後も、開かれた採択の取り組みを進め
ていきたい。

市民の要望・映画館を
大村公園の近くに開館

　全国的に価格が高いと言われている公立中学校の制
服について、どのような対応を行っているのか。また、
中学校に設置が計画されているエアコンのランニング
コストはどれくらいか。また、電気代等の負担を保護
者に求めるのか。

　大村ボート場内の外向発売所ブルードラゴンを移転
する計画が進められている。当該施設は、まだ新しい
ため、解体せずに再利用すべきと考える。市民満足度
調査でも映画館の設置の要望が多いため、全国24ボー
トレース場初となる競艇企業局所有のシアターとして、
「パークサイドシネマ大映」と銘打ち、運営を委託し、
市民の文化向上の一翼を担う施設としてはどうか。

朝長　英美 議員

教育行政

答
答

 中学校の制服については、保護者の負担
が過重なものとならないようにすることは

大切だと認識しており、経済的困難を抱える保護
者には就学援助を行っている。また、中学校に設
置予定のエアコンのランニングコストについては、
大まかな概算ではあるが、年間1,000万円から
2,000万円と考えている。また、学校施設は設置者
が管理することとなっている
ため、保護者等に電気代等を
負担していただく考えはない。

　外向発売所を移転した後の施設について、
競艇企業局で活用する場合は、売上増大に

つながるという観点を持って、新たな投資などを
行う必要があるが、市全体で
見たときには、もったいない
ということにもなる。このた
め、市長部局と十分に協議し、
有効に利活用できればいいと
考えている。

廣瀬　政和 議員

市内小中学生の学力向上
の取り組みについて

　平成31年３月までに、中学校の全ての普通教室に空
調設備が設置される。近年の気温上昇等を考えると、
小学校、特に低学年の教室に設置することはできない
か。また、学校トイレの洋式化については、31年度か
らの３カ年で整備されるが、低学年や女子トイレを最
優先に取り組むことはできないか。

　学校教育とは、人間として、家族、社会、国民の一
人として、共通に身につけるべき基礎、基本を習得さ
せることである。しかし、テスト、あるいは通知表と
いうものがあるため、どうしても点数、学力が気にな
るところである。市内小中学校学力向上の取り組みに
ついて尋ねる。

永尾　髙宣 議員

小中学校のトイレと
空調設備の充実を！！

答答 　小学校への空調設備の設置については、
教育委員会の今後の課題と捉えており、

十分協議していきたい。
また、学校トイレの洋
式化については、小学
校を先行実施し、低学
年のフロアや女子トイ
レから重点的に整備す
ることとしている。

　平成29年度の主体的な取り組みとして、
市内６中学校区の校区を単位とした小中学

校連携一貫事業に取り組んでいる。
　また、全学級に実物投影機を整備するとともに、
授業で使用する教材などをオンライン上で活用で
きる学習支援サービスを全小中学校に導入し、活
用している。
　あわせて、教職員研修の充実を図るとともに、
教員の授業力向上を目指している。
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海フェスタ大村湾

水上　享 議員


